
(57)【要約】

【課題】製造が容易で錆が発生しにくい網状管を有する

内視鏡用可撓管を提供する。

【解決手段】帯状部材を螺旋状に巻回することにより形

成されているフレックス３０と、フレックス３０に被覆

されている網状管３２と、網状管３２に被覆されている

外皮３４と、を有する内視鏡用可撓管２８。網状管３２

は、伸線処理されたニッケル合金線を編組することによ

り形成されている。ニッケル合金線は、網状管３２へと

編組される前に伸線処理において熱処理を施されている

。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る フ レ ッ ク ス と 、
　 前 記 フ レ ッ ク ス に 被 覆 さ れ て い る 網 状 管 と 、
　 前 記 網 状 管 に 被 覆 さ れ て い る 外 皮 と 、 を 具 備 し 、
　 前 記 網 状 管 は 、 伸 線 処 理 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 前 記 網 状 管 へ と 編 組 さ れ る 前 に 前 記 伸 線 処 理 に お い て 熱 処 理 を
施 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 伸 線 が 完 了 し た 後 に 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 複 数 回 伸 線 さ れ て お り 、
　 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 複 数 回 の 伸 線 の 間 に 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 水 素 雰 囲 気 中 で 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 ニ ク ロ ム 線 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ７ 】
　 伸 線 処 理 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 前 記 網 状 管 へ と 編 組 さ れ る 前 に 前 記 伸 線 処 理 に お い て 熱 処 理 を
施 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 伸 線 が 完 了 し た 後 に 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 複 数 回 伸 線 さ れ て お り 、
　 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 複 数 回 の 伸 線 の 間 に 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 ９ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 水 素 雰 囲 気 中 で 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 １ ０ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 ニ ク ロ ム 線 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 １ １ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る フ レ ッ ク ス と 、 前 記 フ レ ッ ク ス
に 被 覆 さ れ て い る 網 状 管 と 、 前 記 網 状 管 に 被 覆 さ れ て い る 外 皮 と 、 を 有 し 、 前 記 網 状 管 は
、 伸 線 処 理 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合
金 線 は 、 前 記 網 状 管 へ と 編 組 さ れ る 前 に 前 記 伸 線 処 理 に お い て 熱 処 理 を 施 さ れ て い る 、 内
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視 鏡 用 可 撓 管 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 伸 線 が 完 了 し た 後 に 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 複 数 回 伸 線 さ れ て お り 、
　 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 複 数 回 の 伸 線 の 間 に 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 熱 処 理 は 、 水 素 雰 囲 気 中 で 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 ニ ク ロ ム 線 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ７ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 を 施 さ れ る 内 視 鏡 、 こ の よ う な 内 視 鏡 を 形 成 す る
内 視 鏡 用 可 撓 管 、 及 び 、 こ の よ う な 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 形 成 す る 網 状 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 医 療 分 野 に お い て 、 細 長 な 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 が 広 く 用 い ら れ て い る 。 こ の よ
う な 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 体 腔 内 の 深 部 を 観 察 し 、 必 要 に 応 じ
て 、 内 視 鏡 に 処 置 具 を 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と に よ っ て 体 腔 内 の 生 体 組 織 に 治 療 処 置 を 行
う 。 内 視 鏡 を 使 用 し た 後 に は 、 感 染 症 等 を 予 防 す る た め に 、 使 用 し た 内 視 鏡 を 確 実 に 消 毒
・ 滅 菌 す る こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 を 消 毒 ・ 滅 菌 す る 場 合 、 例 え ば エ チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス と い っ た 消 毒 ・ 滅 菌 用 ガ
ス を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 、 周 知 の よ う に 消 毒 ・ 滅 菌 用 ガ ス は 猛 毒 で あ り 、 環
境 汚 染 防 止 の た め に 各 国 で の 規 制 が 強 ま っ て い る 。 ま た 、 消 毒 ・ 滅 菌 用 ガ ス を 用 い て 内 視
鏡 を 消 毒 ・ 滅 菌 す る と 、 ガ ス が 内 視 鏡 に 付 着 す る た め 、 消 毒 ・ 滅 菌 後 に 内 視 鏡 に 付 着 し た
ガ ス を 取 り 除 く エ ア レ ー シ ョ ン を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の エ ア レ ー シ ョ ン に は 時 間 が か か る
た め 、 消 毒 ・ 滅 菌 後 す ぐ に 内 視 鏡 を 使 用 す る こ と が で き な い 。 加 え て 、 消 毒 ・ 滅 菌 用 ガ ス
を 用 い る 消 毒 ・ 滅 菌 で は 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 を 消 毒 ・ 滅 菌 す る 場 合 、 消 毒 液 を 用 い て 消 毒 ・ 滅 菌 す る こ と が 可 能 で あ る
。 し か し 、 消 毒 液 を 用 い て 消 毒 ・ 滅 菌 を 行 う 場 合 に は 、 消 毒 液 の 管 理 が 煩 雑 で あ る 。 加 え
て 、 消 毒 液 の 廃 棄 処 理 に 多 大 な 費 用 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 、 そ の 付 属 機 器 類 の 消 毒 ・ 滅 菌 に つ い て は 、 消 毒 ・ 滅 菌 用 ガ ス や 消 毒 液 を
用 い る 消 毒 ・ 滅 菌 に 代 わ っ て 、 高 温 高 圧 水 蒸 気 を 用 い た オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 が 主 流
に な り つ つ あ る 。 こ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 で は 、 消 毒 ・ 滅 菌 に お い て 煩 雑 な 作 業 が
必 要 と さ れ ず 、 消 毒 ・ 滅 菌 後 に 内 視 鏡 を す ぐ に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ラ ン ニ ン グ コ
ス ト も 安 く な っ て い る 。 こ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 を 行 う 際 の 代 表 的 な 条 件 と し て は
、 米 国 規 格 協 会 承 認 、 医 療 機 器 開 発 協 会 発 行 の 米 国 規 格 Ａ Ｎ Ｓ Ｉ ／ Ａ Ａ Ｍ Ｉ Ｓ Ｔ ３ ７ － １
９ ９ ２ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-254963 A 2006.9.28



　 図 １ を 参 照 し て 、 オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 の 具 体 例 を 説 明 す る 。 オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒
・ 滅 菌 装 置 に は 、 消 毒 ・ 滅 菌 工 程 に 先 立 っ て 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 を 吸 引 す る プ レ バ キ ュ ー ム
タ イ プ の 装 置 と 、 か か る 吸 引 を 行 わ な い グ ラ ビ テ ィ タ イ プ の 装 置 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ （ Ａ ） は 、 プ レ バ キ ュ ー ム タ イ プ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 装 置 に よ る オ ー ト ク
レ ー ブ 消 毒 、 滅 菌 を 示 す 。 こ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 、 滅 菌 で は 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 に 内 視
鏡 を 収 容 し 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 を 吸 引 し た 後 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 に 高 温 高 圧 水 蒸 気 を 給 蒸
す る 。 そ し て 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 を ゲ ー ジ 圧 ２ １ ６ ｋ Ｐ ａ 、 温 度 １ ３ ５ ℃ に ５ 分 間 保 持 す
る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 消 毒 ・ 滅 菌 す る 。 そ し て 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 か ら 高 温 高 圧 水 蒸 気
を 排 蒸 し 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 を 吸 引 し て 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ （ Ｂ ） は 、 グ ラ ビ テ ィ タ イ プ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 装 置 に よ る オ ー ト ク レ ー
ブ 消 毒 ・ 滅 菌 を 示 す 。 こ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 で は 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 に 内 視 鏡 を
収 容 し て 高 温 高 圧 水 蒸 気 を 給 蒸 し 、 消 毒 ・ 滅 菌 空 間 内 を ゲ ー ジ 圧 ２ １ １ ． ８ ｋ Ｐ ａ 、 温 度
１ ３ ５ ℃ に １ ０ 分 間 保 持 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 消 毒 ・ 滅 菌 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 等 を 形 成
す る 可 撓 管 は 、 一 般 に 、 以 下 の よ う に 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 弾 性 帯 状 板 を 少 な く と も 一 重 に
螺 旋 状 に 巻 回 し て フ レ ッ ク ス を 形 成 す る と 共 に 、 金 属 細 線 束 を 編 組 す る こ と に よ り 網 状 管
を 形 成 す る 。 そ し て 、 フ レ ッ ク ス に 網 状 管 を 被 覆 す る こ と に よ り 、 内 部 構 造 部 材 を 形 成 す
る 。 こ の 内 部 構 造 部 材 に 、 軟 化 溶 融 さ れ た 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー を 被 着 す る こ と に よ り 外
皮 を 形 成 す る 。 こ の よ う に し て 可 撓 管 が 形 成 さ れ る 。 な お 、 内 部 構 造 材 か ら 外 皮 が 剥 離 す
る の を 防 止 す る た め 、 ブ レ ー ド と 外 皮 と の 間 に ポ リ ウ レ タ ン 等 の 接 着 剤 が 介 在 さ れ る 。 ま
た 、 内 部 構 造 部 材 に 被 着 さ れ た 外 皮 を 熱 溶 融 さ せ 、 内 部 構 造 部 材 と 外 皮 と を 一 体 化 さ せ る
こ と に よ り 、 外 皮 の 剥 離 を 防 止 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 可 撓 管 の 外 皮 は 、 高 分 子 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 高 分 子
材 料 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 に 用 い ら れ る よ う な 高 温 高 圧 水 蒸 気 を 僅 か ず つ 透 過 さ
せ る 性 質 を 有 す る 。 こ の た め 、 オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 に お い て は 、 高 温 高 圧 水 蒸 気 が
外 皮 を 透 過 し て 、 可 撓 管 内 部 の 網 状 管 等 ま で 達 す る 場 合 が あ る 。 こ の 結 果 、 錆 や す い 金 属
細 線 に よ っ て 網 状 管 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 網 状 管 が 酸 化 さ れ 、 錆 び が 発 生 す る 可 能
性 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 網 状 管 は 金 属 細 線 束 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 可 撓 管 が 湾 曲 さ れ
た 場 合 に は 、 金 属 細 線 束 内 の 金 属 細 線 同 士 又 は 網 状 管 と フ レ ッ ク ス と が 微 妙 に こ す れ あ い
な が ら 網 状 管 が 湾 曲 さ れ て い く 。 こ の た め 、 内 視 鏡 へ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 が 繰 り
返 さ れ て 網 状 管 の 錆 が 進 展 し た 場 合 に は 、 錆 び に よ っ て 網 状 管 の 動 き が 阻 害 さ れ て 可 撓 管
の 可 撓 性 が 低 下 す る 等 の 機 能 の 低 下 が 引 き 起 こ さ れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 網 状 管 の 錆 に よ る 機 能 の 低 下 を 防 止 す る た め に 、 錆 び や す い 金 属 細 線 の 表 面
に メ ッ キ 処 理 を 施 し た り 、 錆 び に く い ニ ッ ケ ル 合 金 線 に よ っ て 網 状 管 を 形 成 し た り し て い
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ９ ２ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 金 属 細 線 に メ ッ キ 処 理 を 施 す と 加 工 性 が 低 下 す る 。 ま た 、 ニ ッ ケ ル 合 金
線 は 引 張 り 強 さ が 高 く 伸 び が 小 さ い た め 加 工 性 が 低 い 。 こ の た め 、 メ ッ キ 処 理 を 施 し た 金
属 細 線 や ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 網 状 管 へ と 加 工 す る 場 合 に は 加 工 が し に く い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 製 造 が 容 易
で 錆 が 発 生 し に く い 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 、 こ の よ う な 網 状 管 を 有 す る 内 視 鏡 用 可 撓
管 、 及 び 、 こ の よ う な 可 撓 管 を 有 す る 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る フ レ ッ ク ス
と 、 前 記 フ レ ッ ク ス に 被 覆 さ れ て い る 網 状 管 と 、 前 記 網 状 管 に 被 覆 さ れ て い る 外 皮 と 、 を
具 備 し 、 前 記 網 状 管 は 、 伸 線 処 理 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て
お り 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 前 記 網 状 管 へ と 編 組 さ れ る 前 に 前 記 伸 線 処 理 に お い て 熱 処
理 を 施 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 伸 線 が 完 了 し た 後 に 行 わ れ る
、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 複 数 回 伸 線 さ れ て お り 、 前 記 熱 処 理 は 、 前
記 複 数 回 の 伸 線 の 間 に 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ れ
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 水 素 雰 囲 気 中 で 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 ニ ク ロ ム 線 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 伸 線 処 理 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お
り 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 前 記 網 状 管 へ と 編 組 さ れ る 前 に 前 記 伸 線 処 理 に お い て 熱 処 理
を 施 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 伸 線 が 完 了 し た 後 に 行 わ れ る
、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ９ の 発 明 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 複 数 回 伸 線 さ れ て お り 、 前 記 熱 処 理 は 、 前
記 複 数 回 の 伸 線 の 間 に 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網
状 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ
れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 ９ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 １ １ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 水 素 雰 囲 気 中 で 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ 乃 至 １ ０ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ２ の 発 明 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 ニ ク ロ ム 線 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ 乃 至 １ １ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 １ ３ の 発 明 は 、 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る フ レ ッ ク
ス と 、 前 記 フ レ ッ ク ス に 被 覆 さ れ て い る 網 状 管 と 、 前 記 網 状 管 に 被 覆 さ れ て い る 外 皮 と 、
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を 有 し 、 前 記 網 状 管 は 、 伸 線 処 理 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て
お り 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 前 記 網 状 管 へ と 編 組 さ れ る 前 に 前 記 伸 線 処 理 に お い て 熱 処
理 を 施 さ れ て い る 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 １ ４ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 伸 線 が 完 了 し た 後 に 行 わ れ
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 １ ５ の 発 明 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 複 数 回 伸 線 さ れ て お り 、 前 記 熱 処 理 は 、
前 記 複 数 回 の 伸 線 の 間 に 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ ６ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ
れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 １ ７ の 発 明 は 、 前 記 熱 処 理 は 、 水 素 雰 囲 気 中 で 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ３ 乃 至 １ ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 １ ８ の 発 明 は 、 前 記 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 ニ ク ロ ム 線 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ３ 乃 至 １ ７ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 製 造 が 容 易 な 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 に お い て 、 錆 が 発 生 し に く く
な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 ２ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の
内 視 鏡 ８ の 全 体 の 概 略 構 成 を 示 す 。 こ の 内 視 鏡 ８ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 １
０ を 有 す る 。 こ の 挿 入 部 １ ０ は 、 先 端 構 成 部 １ ２ 、 湾 曲 部 １ ４ 、 可 撓 管 部 １ ６ を 先 端 側 か
ら 順 次 連 結 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 １ ０ の 基 端 部 に は 、 術 者 に 把 持 さ れ る
操 作 部 １ ８ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 操 作 部 １ ８ に は 、 湾 曲 部 １ ４ を 湾 曲 操 作 す る た め の 湾
曲 ノ ブ ２ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 １ ８ か ら ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ２ が 延 出 さ れ
て お り 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ２ ２ の 延 出 端 部 に は 光 源 装 置 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ ２ ４
が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 先 端 構 成 部 １ ２ に は 、 観 察 対 象 を 照 明 す る た め の 照 明 光 学 系 が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 照
明 光 学 系 に は 、 照 明 光 学 系 に 照 明 光 を 供 給 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド が 接 続 さ れ て い る 。 こ
の ラ イ ト ガ イ ド は 、 先 端 構 成 部 １ ２ 、 湾 曲 部 １ ４ 、 可 撓 管 部 １ ６ 、 操 作 部 １ ８ 、 ユ ニ バ ー
サ ル コ ー ド ２ ２ を 順 次 挿 通 さ れ て 、 コ ネ ク タ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 先 端 構 成 部 １
２ に は 、 観 察 対 象 を 観 察 す る た め の 観 察 光 学 系 が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 観 察 光 学 系 に は 、
観 察 画 像 を 伝 送 す る た め の イ メ ー ジ ガ イ ド が 接 続 さ れ て い る 。 こ の イ メ ー ジ ガ イ ド は 、 先
端 構 成 部 １ ２ 、 湾 曲 部 １ ４ 、 可 撓 管 部 １ ６ 、 操 作 部 １ ８ に 順 次 挿 通 さ れ て 、 操 作 部 １ ８ に
配 設 さ れ て い る 接 眼 部 ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 可 撓 管 部 １ ６ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 管 ２ ８ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 可
撓 管 ２ ８ は 、 弾 性 帯 状 板 を 少 な く と も 一 重 に 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る
フ レ ッ ク ス ３ ０ を 有 す る 。 こ の フ レ ッ ク ス ３ ０ に は 網 状 管 ３ ２ が 被 覆 さ れ て お り 、 フ レ ッ
ク ス ３ ０ と 網 状 管 ３ ２ と に よ り 内 部 構 造 部 材 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 内 部 構 造 部 材 に 、 軟
化 溶 融 さ れ た 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー を 被 着 す る こ と に よ り 外 皮 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 さ
ら に 、 外 皮 ３ ４ に コ ー ト 層 ３ ５ が 被 覆 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 可 撓 管 ２ ８ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 こ こ で 、 網 状 管 ３ ２ は 、 ニ ク ロ ム 線 等 の ニ ッ ケ ル 合 金 線 あ る い は ニ ッ ケ ル 合 金 線 束 に よ
り 形 成 さ れ て い る 。 こ の ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 、 伸 線 処 理 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 伸 線
処 理 で は 、 伸 線 が 複 数 回 繰 り 返 さ れ て お り 、 各 伸 線 に お い て 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は 伸 線 装 置
に よ っ て ダ イ ス を 介 し て 引 っ 張 ら れ て 細 径 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 複 数 回 の 伸 線 の 間 、 又 は 、 伸 線 の 後 に 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 に 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 。
こ の 熱 処 理 に よ り 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 引 張 り 強 さ が 低 下 さ れ る と 共 に 伸 び が 増 大 し 、 ニ ッ
ケ ル 合 金 線 が 加 工 し や す く な る 。 こ の よ う に し て 加 工 性 が 増 大 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 あ る
い は ニ ッ ケ ル 合 金 線 束 を 編 組 み す る こ と に よ り 、 網 状 管 ３ ２ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 熱 処 理
は ５ ０ ０ 乃 至 ８ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 の 温 度 に よ り 行 わ れ る 。 こ の 温 度 範 囲 外 の 温 度 で は 、 ニ
ッ ケ ル 合 金 線 の 加 工 性 の 増 大 が 充 分 で は な い 。 ま た 、 熱 処 理 を 水 素 雰 囲 気 中 で 行 う こ と に
よ り 、 高 温 環 境 下 に お い て も ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 酸 化 が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 網 状 管 の 製 造 工 程 の 第 １ 実 施 例 を 説 明 す る 。 本 実 施 例 の 網 状 管 は 、 細 径 又 は 太 径
の 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ は 、 網 状 管 へ と 加 工 さ れ る ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 製 造 工 程 を 示 す 。 本 実 施 例 で は 、 ニ ッ
ケ ル 合 金 線 の 材 料 と し て 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｃ 　 ２ ５ ２ ０ 　 Ｎ Ｃ Ｈ Ｗ １ （ 以 下 、 Ｎ Ｃ Ｈ
Ｗ １ と 称 す る ） を 用 い た 。 そ し て 、 直 径 １ ｍ ｍ の ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 素 線 を 伸 線 装 置 に よ っ
て ダ イ ス を 介 し て 引 っ 張 っ て 、 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ ま で 伸 線 し た 。 同 様 に 、 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ か
ら 直 径 ０ ． ２ ８ ｍ ｍ ま で ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 伸 線 し 、 続 い て 、 直 径 ０ ． ２ ８ ｍ ｍ か ら 直 径 ０
． １ ｍ ｍ ま で ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 伸 線 し た 。 こ の よ う に し て 、 伸 線 が 完 了 し た 。 伸 線 が 完 了
し た 後 、 水 素 雰 囲 気 中 に お い て ６ ８ ０ ℃ の 温 度 で ニ ッ ケ ル 合 金 線 に 熱 処 理 を 施 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 熱 処 理 の 結 果 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 引 張 り 強 さ が 低 下 さ れ る と 共 に 伸 び が 増 大 し 、 ニ ッ ケ
ル 合 金 線 の 加 工 性 が 増 大 さ れ た 。 こ の ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 加 工 性 は 、 従 来 の ス テ ン レ ス 線 の
加 工 性 と 同 様 な も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 加 工 性 が 増 大 さ れ た ニ ッ ケ ル 合 金 線 あ る い は ニ ッ ケ ル 合 金 線 束 を 編 組 み す る
こ と に よ り 、 網 状 管 を 形 成 し た 。 即 ち 、 図 ５ を 参 照 し 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 単 線 、 あ る い は
、 ま と め た 状 態 で ボ ビ ン ３ ６ に 巻 回 し た 。 そ し て 、 ２ ４ 乃 至 ４ ８ 個 の ボ ビ ン ３ ６ を １ セ ッ
ト と し て 編 組 機 ３ ７ に 装 着 し 、 柔 軟 性 を 有 す る 芯 材 ３ ８ に ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 編 組 み し て 網
状 管 ３ ２ を 形 成 し た 。 最 後 に 芯 材 ３ ８ を 網 状 管 ３ ２ か ら 抜 去 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 網 状 管 の 製 造 工 程 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 。 本 実 施 例 の 網 状 管 は 、 細 径 の 内 視 鏡
の 挿 入 部 に 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ は 、 網 状 管 へ と 加 工 さ れ る ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 製 造 工 程 を 示 す 。 直 径 １ ｍ ｍ の ニ ッ ケ
ル 合 金 線 の 素 線 を 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ ま で 伸 線 し た 。 こ の 後 、 水 素 雰 囲 気 中 に お い て ６ ８ ０ ℃
の 温 度 で ニ ッ ケ ル 合 金 線 に 熱 処 理 を 施 し た 。 熱 処 理 の 後 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 複 数 回 伸 線 し
、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 直 径 を ０ ． ５ ｍ ｍ か ら ０ ． ２ ８ ｍ ｍ ま で 、 ０ ． ２ ８ ｍ ｍ か ら ０ ． １ ｍ
ｍ ま で 、 ０ ． １ ｍ ｍ か ら ０ ． ０ ８ ｍ ｍ ま で 、 ０ ． ０ ８ ｍ ｍ か ら ０ ． ０ ６ ｍ ｍ ま で 順 次 細 径
化 し た 。 こ の よ う に し て 、 伸 線 が 完 了 し た 。 伸 線 が 完 了 し た 後 、 水 素 雰 囲 気 中 に お い て ６
８ ０ ℃ の 温 度 で ニ ッ ケ ル 合 金 線 に 熱 処 理 を 施 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 熱 処 理 に よ っ て ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 引 張 り 強 さ が 低 下 さ れ る と 共 に 伸 び が 増 大 し 、 ニ ッ ケ
ル 合 金 線 の 加 工 性 が 増 大 さ れ た 。 こ の ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 加 工 性 は 、 従 来 の ス テ ン レ ス 線 の
加 工 性 と 同 様 な も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ８ は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 網 状 管 ３ ２ へ と 加 工 さ れ る ニ ッ ケ
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ル 合 金 線 は 伸 線 を 複 数 回 繰 り 返 す 伸 線 処 理 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 複 数 回 の 伸
線 の 間 、 又 は 、 伸 線 の 完 了 の 後 に ニ ッ ケ ル 合 金 線 に 熱 処 理 が 施 さ れ 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 引
張 り 強 さ が 低 下 さ れ る と 共 に 伸 び が 増 大 し 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 の 加 工 性 が 増 大 さ れ て い る 。
こ の た め 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 網 状 管 ３ ２ へ と 加 工 す る こ と が 容 易 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 錆 び に く い ニ ッ ケ ル 合 金 線 に よ っ て 網 状 管 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 高
温 高 圧 水 蒸 気 に よ っ て 内 視 鏡 ８ を オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 し た 結 果 、 水 蒸 気 が 外 皮 ３ ４
を 透 過 し て 網 状 管 ３ ２ に 達 し た 場 合 で あ っ て も 、 網 状 管 ３ ２ に 錆 が 発 生 し に く く な っ て い
る 。 こ の た め 、 錆 び に よ っ て 網 状 管 ３ ２ の 動 き が 阻 害 さ れ て 可 撓 管 ２ ８ の 可 撓 性 が 低 下 す
る 等 の 機 能 の 低 下 が 引 き 起 こ さ れ る こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 可 撓 管 を 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 形 成 す る の に 用 い て い る が 、 可 撓 管 の 用
途 は 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 の 可 撓 管 を 、 上 記 実 施 形 態 の
内 視 鏡 の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド を 形 成 す る の に 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 本 出 願 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
（ 付 記 項 １ ） 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 構 成 す る 網 状 管 を 伸 線 し た ニ ッ ケ ル 合 金 線 で 構 成 し た 内 視
鏡 用 可 撓 管 に お い て 、 前 記 伸 線 し た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 網 状 管 に 加 工 す る 前 に 熱 処 理 を 実 施
し た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 用 い る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 付 記 項 ２ ） 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 構 成 す る 網 状 管 を 伸 線 し た ニ ッ ケ ル 合 金 線 で 構 成 し た 内 視
鏡 用 可 撓 管 に お い て 、 前 記 伸 線 を 数 回 行 う 過 程 に 熱 処 理 を 実 施 し た ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 用 い
る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ 付 記 項 ３ ） 付 記 項 １ 又 は ２ に お い て 、 熱 処 理 の 際 に ５ ０ ０ ℃ ～ ８ ０ ０ ℃ の 熱 を 加 え た ニ
ッ ケ ル 合 金 線 を 用 い る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 付 記 項 ４ ） 付 記 項 １ 又 は ２ に お い て 、 水 素 雰 囲 気 中 で 熱 処 理 を 実 施 し た ニ ッ ケ ル 合 金 線
を 用 い る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ 付 記 項 ５ ） 付 記 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ に お い て 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 は ニ ク ロ ム 線 で あ る
こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 を 施 さ れ る 内 視 鏡 を 形 成 し 、 製 造 が 容 易 で 錆 が 発
生 し に く い 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 網 状 管 、 こ の よ う な 網 状 管 を 有 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 、 及 び
、 こ の よ う な 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 有 す る 内 視 鏡 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 従 来 の プ レ バ キ ュ ー ム タ イ プ の オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 装 置 に よ る オ
ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 を 説 明 す る た め の 説 明 図 、 （ Ｂ ） は 従 来 の グ ラ ビ テ ィ タ イ プ の オ
ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 装 置 に よ る オ ー ト ク レ ー ブ 消 毒 ・ 滅 菌 を 説 明 す る た め の 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 全 体 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 例 に お け る 、 網 状 管 へ と 加 工 さ れ る ニ ッ ケ ル 合 金
線 の 製 造 工 程 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 例 に お い て 、 ニ ッ ケ ル 合 金 線 を 網 状 管 へ と 加 工 す
る た め の 編 組 機 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 ２ 実 施 例 に お け る 、 網 状 管 へ と 加 工 さ れ る ニ ッ ケ ル 合 金
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線 の 製 造 工 程 を 示 す 工 程 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ８ … 内 視 鏡 、 ２ ８ … 可 撓 管 、 ３ ０ … フ レ ッ ク ス 、 ３ ２ … 網 状 管 、 ３ ４ … 外 皮 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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而形成的弯曲部30，覆盖有弯曲部30的网状管32，以及覆盖有网状管32
的外部覆盖物34用于观察镜28的柔性管。编织管32通过编织经受拉伸的
镍合金线而形成。在将镍合金线编织到编织管32中之前，在拉丝过程中
对镍合金线进行热处理。 点域
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